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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　３月２６日　(水)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　記録者　中野　円香
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する事。

＜連絡事項＞

· リーダーを行うスタッフについて

いつでも連絡が取れるようにする手段として、必ずＢユニットのPHSを持ち歩くように徹底してください。

＜患者様連絡事項＞

· 佐々木　たみ様～3月29日、14：00、南山苑へ退院となります。それに伴い、東病棟　　

より、佐々木　栄子様を引き受ける事になります。

· 木ノ下　ツヨ様～Dr面談の日時確認について連絡をしていますが、連絡がなく、また、　

繋がらない状態です。引き続き、連絡をしていきましょう。

· 久慈　脩様～経口水分量について

　　　　　　　　1日、2.000～2.500ml（Dr指示）摂取できるようケアをしていきましょう。エンシュアリキッドを水で薄めて飲んで頂き、水分量UPさせるようにとの事です。むせ込みに注意し、肺炎予防の為にも口腔ケアを徹底していきましょう。

· 大渡　福蔵様～昨日、37.5℃の発熱見られています。内服せず、経過観察の指示です。

また、脱水傾向の為、点滴（ソリタT3）1本実施しています。発熱時の予測指示が出ています。引き続き、発熱の有無を観察し、脱水とならない様、適宜、水分（寒天でも）摂取をしてください。

· 三浦　一男様～昨日、37.8℃の発熱見られています。抗菌剤（クラビット）3T　3×

ndE／2T処方となっています。引き続き、発熱の有無を観察し、適宜吸引を行い、気道の浄化を図っていきましょう。

· 夏堀　長五郎様～娘様が市民病院へ入院したとの事です。その間、何かあった際は長

男様へ連絡して下さいとの事。繋がらない際は、市民病院の外科（西3病棟）へ連絡して下さいとの事です。

＜皮膚科診察＞

· 佐々木　たみ様～29日退院にて皮膚科終了。

· 夏堀　長五郎様～ケルガー内服中ですが、肝機能障害がある為、中止（来週から）と　

なります。

＜褥瘡状態の評価・検討＞

· 三浦　一男様～仙骨部の褥瘡は改善傾向ですが、大転子部の悪化が見られてきていま

す。適度に体位交換を行いましょう。

· 見付　喜久様～仙骨部に発赤見られ、褥瘡が出来やすい状態です。適度に体位交換を

行いましょう。

· 北山　和子様～右の大転子部に皮膚びらんがあります。悪化しないよう、ラップ保護

をしましょう。

＜主治医ケースカンファレンス＞

· 村井　八郎様～徐脈傾向という事で、甲状腺機能障害を疑い、採血実施しています。

結果、正常範囲内という事でした。このまま様子を見ていく事としますが、30台の徐脈が頻繁となる様であれば、内服（甲状腺系の）を検討して行くとの事です。

＜生活機能回復訓練報告＞

玉井　悠策様～先日のお話し会に参加しています。表情穏やかで会話にも冗談を交えながら楽しんで参加できていた様子です。最近ウォーキングも自ら再開しており、廊下を歩いている姿が見られます。不穏に注意しながら声掛けし、閉じこもりにならないようにしましょう。

夏堀長五郎様～3/22東病棟から転入しています。疎通は比較的取れますが、的外れな返答となることある様子です。また、帰宅願望あり徘徊やオフィス前から動かないこともある様子です。歩行はゆっくりですが自力で歩行できています。プログラムへは時折声掛けで参加し、体操も真似して行えています。個別での下肢運動と集団でのプログラムへの参加を促していきます。

田中金太郎様～帰宅願望強くなっており徘徊多くみられます。プログラムには集中できないこと多く、やや不安定な状態で歩いている為、転倒に注意して観察、介入しています。落ち着きなく場所を移動するため、所在の確認し転倒しないように見守りしましょう。

＜退院療養検討会＞

・佐々木　たみ様（77）アルツハイマー型認知症　主治医：安ヶ平　SW：下平　Ns/CW：西山、山地

・入院に至る経過～H19.10.20、火の不始末、徘徊、入浴・更衣等の拒否があり、独居生活困難な為、医療保護入院となる。

· 入浴～拒否的ではあるが、「すぐ上がってもいいです」等説明する事で入浴可。入れば

長く入っている。

・更衣～自ら行わない為、声掛け要す。スタッフ側で渡すと、自力で行う事ができる。洗

濯したがらない為、入浴中、着替えの準備を行っている。

· 収集癖～トイレットペーパーを収集する事があった。スタッフ側で、使う分だけ渡す　

事で消失。

· 帰宅要求～入院時、聞かれていたが、現在は時折聞かれる程度。傾聴する事で過度と

ならず経過。

· 歩行、排泄、食事～自立

· 3月29日、14：00、南山苑へ入所の為、退院予定となる。







